
ｎ

全体 29

小学校低学年

（１年生～３年生）

24.1

小学校高学年

（４年生～６年生）

10.3

中学生

（１年生～３年生）

62.0

無回答

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

障害者 884

障害児 122

特支教育 29

本人

69.3

代理人

4.0

家族

18.8

88.5

86.2

施設や病院の職員

0.2

3.4

その他

0.9

無回答

6.8

11.5

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

全体 122

身体 36

知的 87

精神 15

自立 5

難病 6

発達 58

０～２歳

1.6

5.6 

-

-

-

-

３～５歳

18.0

11.1

21.8

13.3 

-

27.6

６～８歳

14.8

13.9

13.8

13.3

16.7

10.3

９～11歳

17.2

25.0

12.6

20.0

50.0

12.1

12～14歳

20.5

22.2

21.8

20.0

24.1

15～17歳

27.9

22.2

29.9

33.3

100.0

33.3

25.9

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

全体 884

01 身体 475

02 知的 103

03 精神 180

04 自立 27

05 難病 97

18～19歳

1.5

0.2

7.8

1.7

3.7

-

20～29歳

7.0

1.3

30.1

11.7

11.1

-

30～39歳

8.4

2.7

25.2

13.9

14.8

6.2

40～49歳

11.4

6.1

18.4

22.8

18.5

7.2

50～59歳

14.6

9.7

10.7

27.2

29.6

15.5

60～64歳

5.5

5.3

5.0

14.8

11.3

65～69歳

8.3

8.8

2.9

6.7

7.4

14.4

70歳以上

41.5

64.0

2.9

9.4

44.3

無回答

1.8

1.9

1.9

1.7

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

１ 調査の目的

令和５年度に『 第６期 西東京市障害福祉計画・ 第２期西東京市障害児福祉計画 』を見直し、令和
６年度以降の次期西東京市障害者基本計画及び令和６～８年度を計画期間とする第７期西東京市障害
福祉計画・第３期西東京市障害児福祉計画の策定に向けて、市内に在住する障害者及び障害児などの
生活状況、福祉サービスの利用状況及び今後の意向を把握し、次期計画に必要となる障害福祉・障害
児福祉施策の現状把握のための基礎資料を作成することを目的として実施しました。

２ 調査の実施状況

郵送配布・郵送回収によるアンケート調査を令和４年10月14日～10月31日の期間に実施した。
なお、発達障害者調査については、関係機関への来所の際に、調査協力に賛同した方のみに配布し、

郵送にて回収した。また、特別支援教育利用者調査は学校から配布し、郵送にて回収した。

１

18歳以上の障害者 身体～発達の合計 2,151件 884件 41.1％

18歳以上の障害者の配布・回収の合計は次の通りとなった。

＜調査結果の留意点＞
発達障害者調査については、回収数が少なく、統計的な有意性を担保できないことから、障害種別
による結果を割愛しています。なお、調査全体集計には反映されています。

■18歳以上の障害者の調査票記入者
・「本人」による回答は69.3％で、「代理人」「家族」の合計は22.8％となっている。

■障害児・特別支援教育利用者の調査票記入者
・「家族」による回答が、障害児では88.5％、特別支援教育利用者では86.2％となっている。

３ 回答者の属性

■障害者調査の回答対象者の年齢構成
・全体でみると「65歳以上」が49.8％を占めている。
・特に、身体では「65歳以上」が72.8％、「難病」では58.7％となっている。

■障害児調査の回答対象者の年齢構成
・全体でみると「15～17歳」の高校生世代が27.9％と最も多くなっている。

区分 条件 配布数 回収数 回収率

身体障害者調査 身体障害者手帳所持者 1,096件 475件 43.3％

知的障害者調査 愛の手帳所持者 224件 103件 46.0％

精神障害者調査 精神障害者保健福祉手帳所持者 481件 180件 37.4％

自立支援医療費制度
受給者調査

自立支援医療（精神通院）を受けている方 100件 27件 27.0％

難病患者調査 難病医療費等助成対象疾病を患っている方 200件 97件 48.5％

発達障害者調査 発達障害と診断されたことがある方 50件 2件 4.0％

児童調査（障害児） 身体～難病に該当する児童・児童の保護者 303件 122件 40.3％

特別支援教育利用者
調査

障害の有無にかかわらず特別支援教育を受
けている児童の保護者

535件 29件 5.4％

施設入所者調査
西東京市から支給決定を受けた方が入所し
ている施設

50件 24件 48.0％

■特別支援教育利用者の回答対象者の年齢構成
・「中学生」が62.0％と半数以上を占めている。

資料３



ｎ

令和４年度 122

令和元年度 128

知っている

／利用したことがある

5.7

10.2

知っているが

利用したことがない

36.9

40.6

知らない

54.9

48.4

無回答

2.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

令和４年度 884

令和元年度 741

知っている

／利用したことがある

5.2

5.5

知っているが

利用したことがない

12.0

14.7

知らない

72.2

69.4

無回答

10.6

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

令和４年度 122

令和元年度 128

知っている

／利用したことがある

17.2

22.7

知っているが

利用したことがない

46.7

45.3

知らない

35.2

32.0

無回答

0.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

令和４年度 884

令和元年度 741

知っている

／利用したことがある

15.3

15.0

知っているが

利用したことがない

22.5

25.5

知らない

58.4

56.1

無回答

3.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調
査
数

市
役
所
の
相
談
窓
口

市
役
所
以
外
の
障
害
福
祉

の
相
談
窓
口

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業

所
・
施
設
の
職
員

介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業

所
・
施
設
の
職
員

職
場
や
学
校

病
院
や
診
療
所

児
童
相
談
所

幼
稚
園
や
保
育
所
の
先
生

民
生
委
員
・
児
童
委
員

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

障
害
者
団
体

友
人
や
知
人

そ
の
他

相
談
で
き
る
人
や
場
所
は

特
に
な
い
/
特
に
い
な
い

　
無
回
答

884 7.1 3.6 13.9 8.6 6.4 17.6 1.5 0.2 0.6 1.4 1.4 23.2 7.4 26.6 12.9 (%)

741 8.4 4.6 10.9 13.5 3.8 19.3 0.0 0.0 0.4 1.3 1.8 22.7 7.8 24.7 12.7

122 7.4 4.9 31.1 37.7 41.0 1.6 11.5 0.8 0.8 3.3 33.6 7.4 13.1 3.3 (%)

128 4.7 5.5 15.6 40.6 50.8 0.8 6.3 0.8 2.3 6.3 46.9 13.3 10.9 1.6

令和４年度

令和４年度

令和元年度

令和元年度

ｎ

令和４年度 122

令和元年度 128

頻繁に相談している

13.1

14.1

必要に応じて

相談している

47.5

37.5

あまり相談していない

25.4

29.7

相談したことがない

12.3

18.0

無回答

1.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

令和４年度 884

令和元年度 741

頻繁に相談している

6.0

7.0

必要に応じて

相談している

39.5

41.0

あまり相談していない

28.5

26.5

相談したことがない

21.8

20.9

無回答

4.2

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

４ 相談の状況 （基本方針１の関連項目）

２

■親族・親戚への悩みや将来についての相談状況

・障害者調査では「あまり相談していない」「相談したことがない」の合計は50.3％(前回47.4％)と
なっており、障害児調査では、37.7％(前回47.7％)となっている。

■基幹相談支援センター「えぽっく」の認知状況

・障害者調査では「知っている/利用したことがある」「知っているが利用したことがない」の合計
は17.2％(前回20.2％)となっており、障害児調査では42.6％(前回50.8％)となっている。

●親族・親戚に悩みなどを相談していない人は、障害児で減少傾向【47.7％⇒37.7％】

●家族以外の相談相手や場所が「ない」人は、障害者・児ともに横ばい

●フレンドリーの認知度は、障害者・児ともに横ばい

●えぽっくの認知度は、障害児で減少傾向【50.8％⇒42.6％】

【障害者調査】

【障害児調査】

■家族以外の相談相手や場所の状況

・障害者調査では「相談できる相手や場所が特にない」は26.6％(前回24.7％)となっており、障害児
調査では「特にいない」は13.1％(前回10.9％)となっている。

【障害者調査】

【障害児調査】

※令和元年度調査では、選択肢の「障害福祉サービス事業所・施設の職員」を「福祉施設や作業所の職員」とし、
「介護保険サービス事業所・施設の職員」を「介護福祉施設の職員やケアマネジャー」とした。

■障害者総合支援センター「フレンドリー」の認知状況

・障害者調査では「知っている/利用したことがある」「知っているが利用したことがない」の合計は
37.8％(前回40.5％)となっており、障害児調査では63.9％(前回68.0％)となっている。

【障害者調査】

【障害児調査】

【障害者調査】

【障害児調査】



調
査
数

訪
問
系
サ
ー

ビ
ス

生
活
介
護

自
立
訓
練

（
機
能
訓

練
・
生
活
訓
練

）

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援

（
Ａ
型
・
Ｂ
型

）

就
労
定
着
支
援

療
養
介
護

短
期
入
所

（
シ

ョ
ー

ト
ス
テ
イ

）

共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

）

施
設
入
所
支
援

自
立
生
活
援
助

相
談
支
援

利
用
し
た
こ
と
が
な
い

　
無
回
答

884 12.2 6.0 5.1 3.2 7.4 2.0 1.9 4.0 4.2 1.2 1.9 8.4 56.6 10.3 (%)

身体 475 12.8 5.9 5.3 0.2 0.8 0.2 2.9 2.7 0.6 1.9 1.9 5.3 62.9 11.8

知的 103 16.5 20.4 6.8 6.8 27.2 6.8 0.0 12.6 22.3 1.9 1.0 18.4 24.3 7.8

精神 180 8.3 1.7 5.0 10.6 15.0 5.0 0.6 3.3 5.0 0.0 3.3 12.8 50.0 8.3

自立 27 3.7 0.0 0.0 3.7 22.2 3.7 0.0 7.4 7.4 0.0 0.0 11.1 63.0 7.4

難病 97 14.4 1.0 4.1 0.0 0.0 0.0 2.1 1.0 0.0 0.0 1.0 3.1 70.1 10.3

全体

障
害
種
別

調
査
数

訪
問
系
サ
ー

ビ
ス

短
期
入
所

（
シ

ョ
ー

ト
ス
テ
イ

）

相
談
支
援

児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ

ス 保
育
所
等
訪
問
支
援

利
用
し
た
こ
と
が
な
い

　
無
回
答

122 8.2 9.8 23.0 27.9 45.1 2.5 30.3 4.1 (%)

０～２歳 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

３～５歳 22 0.0 9.1 27.3 95.5 4.5 9.1 4.5 0.0

６～８歳 18 5.6 0.0 38.9 50.0 72.2 0.0 27.8 0.0

９～11歳 21 9.5 0.0 4.8 4.8 47.6 4.8 38.1 4.8

12～14歳 25 12.0 20.0 28.0 4.0 64.0 0.0 32.0 4.0

15～17歳 34 11.8 14.7 20.6 2.9 44.1 0.0 44.1 5.9

全体

本
人
の
年
齢

令和４年度 122

令和元年度 128

4.1

1.6

14.8

14.8

32.0

25.8

20.5

27.3

16.4

21.1

8.2

8.6

4.1

0.8

ｎ

令和４年度 884

令和元年度 741

満足している

7.9

5.5

やや満足

16.1

17.9

どちらでもない

28.3

25.4

やや不満

6.6

7.8

不満

6.7

6.1

わからない

27.8

30.1

無回答

6.7

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

令和４年度 79

令和元年度 84

利用できている

8.9

7.1

まあまあ利用できている

55.7

50.0

あまり利用できていない

24.1

28.6

利用できていない

11.4

14.3

無回答

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

令和４年度 79

令和元年度 84

利用できている

8.9

7.1

まあまあ利用できている

55.7

50.0

あまり利用できていない

24.1

28.6

利用できていない

11.4

14.3

無回答

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

令和４年度 280

令和元年度 237

利用できている

16.1

21.1

まあまあ利用できている

44.3

42.2

あまり利用できていない

22.5

25.3

利用できていない

16.1

11.0

無回答

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

５ 生活支援の状況 （基本方針１の関連項目）

３

■障害福祉サービス利用の充足状況

・障害者調査では「あまり利用できていない」「利用できていない」の合計は38.6％(前回36.3％)と
なっており、障害児調査では35.5％(前回42.9％)となっている。

●障害福祉サービスを利用できていない人は、障害児で減少傾向【42.9％⇒35.5％】

●福祉施策への満足度における「不満」の評価は、障害児で減少傾向【48.4％⇒36.9％】

●福祉サービスを活用している人は、障害者の１／３程度、障害児の２／３程度

【障害者調査】

【障害児調査】

■西東京市の障害福祉施策の満足度

・障害者調査では「やや不満」「不満」の合計は13.3％(前回13.9％)となっており、障害児調査では、
36.9％(前回48.4％)となっている。

■過去１年間の障害福祉サービス利用状況（令和４年10月時点）

・障害者調査では「利用したことがない」は56.6％となっており、「無回答」を除く「サービスを利
用した」は33.1％となっている。また、利用者が最も多いのは「訪問系サービス」で12.2％となっ
ており、次いで「相談支援」が8.4％となっている。
・障害種別でみると、「利用したことがない」は知的障害で24.3％となっているものの、他の障害種
別では半数を超えている。

【障害者調査】

【障害児調査】

・障害児調査では、「利用したことがない」は30.3％となっており、「無回答」を除く「サービスを
利用した」は65.6％となっている。また、利用が最も高いのは「放課後等デイサービス」で45.1％
となっており、次いで「児童発達支援」が27.9％となっている。
・本人の年齢別でみると、０～８歳では「児童発達支援」を半数以上が利用している。また、６～17
歳では「放課後等デイサービス」を４割以上が利用している。

【障害者調査】

【障害児調査】



調
査
数

居
場
所
が
学
校
か
ら
離
れ

て
い
る

居
場
所
が
自
宅
か
ら
離
れ

て
い
る

周
囲
の
人
と
の
相
性
が
良

く
な
い

あ
ま
り
楽
し
め
て
い
な
い

体
調
が
悪
く
な

っ
た
と
き

に
介
助
す
る
人
が
い
な
い

交
通
環
境
が
悪
い

そ
の
他

特
に
な
い

　
無
回
答

122 7.4 4.9 3.3 6.6 7.4 5.7 23.0 50.0 8.2 (%)

128 9.4 6.3 3.1 10.2 7.8 0.0 23.4 45.3 8.6

29 0.0 0.0 3.4 13.8 6.9 0.0 31.0 48.3 6.9 (%)

57 1.8 0.0 1.8 5.3 10.5 1.8 12.3 66.7 1.8

令和４年度

令和４年度

令和元年度

令和元年度

（％）

62.1

34.5

13.8

0.0

24.1

6.9

3.4

0.0 25.0 50.0 75.0 100.0

子ども一人ひとりにあった教え方や指導をしてほしい

子どものことに関する相談にのってほしい

学校で使う教科書や教材を、使いやすく・わかりやすくしてほしい

学校の校内にある教室やトイレなどの標示を、わかりやすくしてほしい

その他

特にない

無回答

ｎ

令和４年度 122

令和元年度 128

知っている／利用・参加

したことがある

21.3

7.0

知っているが利用・参加

したことはない

39.3

35.2

知らない

38.5

57.8

無回答

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

６ 教育・育成の状況 （基本方針１の関連項目）

４

■ペアレント・メンター事業の認知状況

・障害児調査では「知っている/利用・参加したことがある」「知っているが利用・参加したことはな
い」の合計は60.6％(前回42.2％)となっている。

●ペアレント・メンター事業の認知度は障害児で増加傾向【42.2％⇒60.6％】

●障害児の学校生活の困りごとは「通うための付き添いの負担が大きい」が上位

●学校教育への要望としては、 「子ども一人ひとりにあった教え方や指導をしてほし

い」「子どものことに関する相談にのってほしい」が上位

【障害児調査】

■学校生活の困りごとの状況

・障害児調査では「通うための付き添いの負担が大きい」が28.7％(前回27.3％)と高くなっている。
・特別支援教育利用者調査では、「授業についていけない」「まわりの児童・生徒とコミュニケー
ションがうまくできない」が20.7％と高くなっている。

■放課後の過ごし方における困りごとの状況

・障害者調査では「特にない」が50.0％(前回45.3％)となっている。
・特別支援教育利用者調査では「特にない」が48.3％となっている。

■学校教育への要望

・特別支援教育利用者調査では「子ども一人ひとりにあった教え方や指導をしてほしい」が62.1％、
「子どものことに関する相談にのってほしい」が34.5％と高くなっている。

【障害児調査】

【特別支援教育利用者調査（n=29）】

調
査
数

通
う
た
め
の
付
き
添
い
の

負
担
が
大
き
い

ト
イ
レ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー

設
備
が
不
十
分

障
害
を
理
由
に
イ
ジ
メ
や

仲
間
外
れ
に
さ
れ
る

先
生
や
職
員
の
理
解
や
配

慮
が
足
り
な
い

周
囲
の
児
童
・
生
徒
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い

体
力
が
つ
い
て
い
け
な
い

学
力
が
つ
い
て
い
け
な
い

体
調
が
悪
く
な

っ
た
と
き

の
居
場
所
が
な
い

介
助
体
制
が
十
分
で
な
い

医
療
的
な
ケ
ア
が
受
け
ら

れ
な
い

そ
の
他

特
に
困

っ
て
い
る
こ
と
は

な
い

　
無
回
答

122 28.7 3.3 4.9 13.1 4.1 7.4 15.6 3.3 7.4 2.5 11.5 41.8 4.1 (%)

128 27.3 3.9 5.5 19.5 6.3 11.7 15.6 5.5 7.8 2.3 14.8 33.6 2.3

令和４年度

令和元年度

調
査
数

特
別
支
援
教
室

（
Ｌ
教
室
・
Ｓ

教
室

、
通
級
指
導
学
級
ま
で
通

う
こ
と
が
大
変

授
業
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い

、

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

学
校
で
の
支
援
体
制
が
十

分
で
な
い

先
生
や
学
校
職
員
の
理
解

や
配
慮
が
足
り
な
い

ま
わ
り
の
児
童
・
生
徒
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い

ま
わ
り
の
児
童
・
生
徒
と
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
が
う
ま
く

で
き
な
い

友
達
が
で
き
な
い

放
課
後
や
長
期
休
暇

（
夏
休

み
な
ど

）
の
居
場
所
が
な
い

在
籍
校
や
通
級
指
導
学
級
な

ど

、
学
校
に
通
う
こ
と
に
抵
抗

を
持

っ
て
い
る

そ
の
他

特
に
困

っ
て
い
る
こ
と
は

な
い

　
無
回
答

29 3.4 20.7 6.9 13.8 6.9 20.7 6.9 13.8 13.8 3.4 37.9 6.9 (%)

57 12.3 26.3 10.5 12.3 14.0 35.1 12.3 8.8 14.0 21.1 17.5 0.0

令和４年度

令和元年度

【障害児調査】

【特別支援教育利用者調査】

【特別支援教育利用者調査】

※特別支援教育利用者調査は2か年の調査数の差が大きく、令和元年度は参考値として掲載

※特別支援教育利用者調査は2か年の調査数の差が大きく、令和元年度は参考値として掲載



ｎ

令和4年度 260

令和元年度 211

自営業

10.0 

5.7 

正規職員

34.2

33.6

非正規職員

27.3

24.6

自宅での内職

1.5

2.8

通所先

17.3

27.0

その他

8.5

5.2

無回答

1.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

令和4年度 884

令和元年度 741

仕事をしている

29.4

28.5

仕事をしていない

61.0

61.9

無回答

9.6

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

７ 雇用・就業の状況 （基本方針２の関連項目）

５

■就労の状況

・障害者調査では「仕事をしている」は29.4％(前回28.5％)となっている。

●障害者の就労率は横ばい

●就労している人のうち、正規雇用・非正規雇用がそれぞれ約３割、福祉的就労が約２割

●今後の就労意向として、1日２～６時間の短時間での就労希望者は全体の13％

●働くために必要なこととして、「障害のある方を理解して受け入れられる同僚や上司が

いること」「体調不良などの際、柔軟に対応できる勤務条件のある事業所」が上位

【障害者調査】

■就労形態の状況

・障害者調査では就労している人のうち、正規雇用は34.2％(前回33.6％)、非正規雇用は27.3％(前回
27.3％)、福祉的就労(通所先)は17.3％(27.0％)となっている。

■今後の就労意向

・障害者調査では「働きたい」と考えている人は45.3％となっており、１日２～６時間の短時間での
就労希望者は13.0％となっている。
・障害種別でみると、自立では「フルタイムで働きたい」が33.3％となっている。知的障害・精神障
害・難病では１日２～６時間の短時間での就労希望者は15％以上となっている。また、知的障害では、
「通所先などで働きたい」が20.4％となっている。

【障害者調査】

【令和４年度調査】

ｎ

全体 884

身体 475

知的 103

精神 180

自立 27

難病 97

フルタイムで

働きたい

14.6

10.9

20.4

16.7

33.3

17.5

１日６時間程度

働きたい

4.8

2.7

10.7

6.1

3.7

6.2

１日４時間程度

働きたい

5.4

4.8

2.9 

7.8

7.4

6.2

１日２時間程度

働きたい

2.8

2.7

1.9

3.3

4.1

通所先などで

働きたい

4.1

1.5

20.4

3.3

3.7

1.0

１年以内に

働きたい

4.4

3.6

2.9

6.1

11.1

4.1

いずれ働くことを

考えている

9.2

4.0

9.7

23.9

14.8

5.2

働くことは考

えていない

43.7

56.6

19.4

23.9

22.2

48.5

無回答

11.1

13.1

11.7

8.9

3.7

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年以内に

働きたい

調
査
数

障
害
の
あ
る
方
が
就
職
や
転
職
に
つ
い

て
の
悩
み
を
相
談
す
る
窓
口

障
害
の
あ
る
方
を
雇
用
し
た
い
事
業
者

の
求
人
情
報

就
職
希
望
者
に
対
す
る
面
接
や
筆
記
試
験

な
ど
の
就
職
活
動
へ
の
支
援

就
職
希
望
者
が
職
場
を
体
験
す
る
こ
と

の
で
き
る
機
会
や
制
度

就
職
希
望
者
と
雇
用
者
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を

行
う
仲
介
者

（
コ
ー

デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

）

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
仕
事
に
必
要
な
技
術
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
職
業
訓
練

障
害
の
あ
る
方
を
理
解
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
同
僚
や
上
司
が
い
る
こ
と

障
害
が
あ

っ
て
も
通
う
こ
と
の
で
き
る
交

通
機
関
や
職
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化

体
調
不
良
な
ど
の
際

、
柔
軟
に
対
応
で
き

る
勤
務
条
件
の
あ
る
事
業
所

就
業
後
に
労
働
者
の
職
場
で
の
悩
み
や
相

談
を
受
け

、
雇
用
者
と
調
整
す
る
支
援

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

884 35.0 35.4 16.7 22.3 23.4 26.2 41.6 23.1 38.8 25.8 5.3 19.5 16.3 (%)

身体 475 26.5 29.3 11.2 16.0 17.5 21.9 33.9 22.5 30.7 17.9 3.8 22.7 21.7

知的 103 45.6 35.0 27.2 36.9 34.0 30.1 59.2 31.1 37.9 45.6 4.9 16.5 9.7

精神 180 53.9 52.2 26.7 32.8 33.9 37.2 53.9 17.8 55.0 37.8 10.0 11.7 8.3

自立 27 37.0 40.7 33.3 37.0 37.0 48.1 51.9 29.6 59.3 40.7 0.0 7.4 14.8

難病 97 28.9 33.0 9.3 13.4 17.5 17.5 35.1 25.8 43.3 16.5 6.2 23.7 12.4

全体

障
害
種
別

【令和４年度調査】

■障害者が働くために必要なこと

・障害者調査では「障害のある方を理解して受け入れられる同僚や上司がいること」が41.6％と最も
高く、次いで「体調不良などの際、柔軟に対応できる勤務条件のある事業所」が38.8％となっている。
・障害種別でみると、精神障害では全体の項目が高くなっており、特に「障害のある方を理解して受
け入れられる同僚や上司がいること」 「体調不良などの際、柔軟に対応できる勤務条件のある事業
所」 「障害のある方が就職や転職についての悩みを相談する窓口」「障害のある方を雇用したい事
業者の求人情報」が５割以上となっている。



令和4年度 122

令和元年度 128

36.1

26.6

45.1

52.3

18.9

21.1

令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

８ 余暇活動・生涯学習活動の状況 （基本方針２の関連項目）

５

●居心地の良い場所があるとした人は、障害者で横ばい、障害児で増加傾向

【26.6％⇒36.1％】

●趣味や楽しみがある人は、障害者では66.4％、障害児では84.4％

●西東京市で実施している講座や事業ともに「知らない」が障害者調査で７割以上、

障害児調査で約６割以上

●参加したいと思う活動として、障害者・児ともに「ひとりで自分の趣味を楽しめる

活動」「障害の有無にかかわらず楽しめる活動」が上位

■地域の中の居心地の良い場所の状況

・地域の中で居場所の良い場所が「ある」とした回答者は、障害者調査では16.2％(前回17.0％)、障
害児調査では36.1％(前回26.6％)となっている。

ｎ

令和4年度 884

令和元年度 741

ある

16.2

17.0

ない

71.0

72.1

無回答

12.8

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
【障害者調査】

【障害児調査】

ｎ

障害者調査 884

障害児調査 122

ある

66.4

84.4

ない

11.5

3.3

どちらともいえない

13.6

無回答

8.5

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■趣味や楽しみの状況

・趣味や楽しみが「ある」とした回答者は、障害者調査では66.4％、障害児調査では84.4％となって
いる。

【令和４年度調査】

調
査
数

ひ
と
り
で
自
分
の
趣
味
を

楽
し
め
る
活
動

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
で

き
る
活
動

障
害
の
あ
る
人
と
一
緒
に

楽
し
め
る
活
動

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
楽
し
め
る
活
動

そ
の
他

特
に
参
加
し
た
い
と
思
わ

な
い

　
無
回
答

884 31.7 11.1 33.9 3.6 32.4 8.3 (%)

122 61.5 26.2 36.1 50.0 5.7 8.2障害児調査

障害者調査

■参加したい（させたい）と思う活動

・今後、参加したいと思う活動について、障害者・障害児調査ともに「ひとりで自分の趣味を楽しめ
る活動」「障害の有無にかかわらず楽しめる活動」が高くなっている。

【令和４年度調査】

【障害者調査】

【障害児調査】

■西東京市で実施している事業の認知状況

・西東京市で実施している事業において、障害者調査で「知らない」と回答したのは、「障害者ス
ポーツ支援事業」で76.5％、「かわうそ水泳教室」で83.7％、「ENJOYニュースポーツ」で87.1％
となっている。
・同様に、障害児調査では、「障害者スポーツ支援事業」で64.8％、「かわうそ水泳教室」で59.0％、
「ENJOYニュースポーツ」で86.9％となっている。

ｎ

障害者スポーツ
支援事業

884

かわうそ
水泳教室

884

ENJOY
ニュースポーツ

884

知っている／利用・参加

したことがある

2.1

0.8

0.5

知っているが利用・参加

したことはない

13.1

6.8

4.0

知らない

76.5

83.7

87.1

無回答

8.3

8.7

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

障害者スポーツ
支援事業

122

かわうそ
水泳教室

122

ENJOY
ニュースポーツ

122

知っている／利用・参加

したことがある

4.1

0.8

知っているが利用・参加

したことはない

30.3

39.3

12.3

知らない

64.8

59.0

86.9

無回答

0.8

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%



調
査
数

預
貯
金
な
ど
の
管
理
・
解
約

福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
契
約

（
ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ
ー

や
施
設
利
用
等
の
た
め

）

不
動
産
の
処
分

相
続
手
続
き

保
険
金
受
取

訴
訟
手
続
き

親
等
の
主
た
る
介
護
者
が
高
齢
等
の

た
め
支
援
が
難
し
く
な

っ
た

そ
の
他

将
来
的
に
も
利
用
す
る
こ
と
は

な
い

　
無
回
答

480 34.4 23.5 17.5 25.6 14.8 3.1 13.5 7.3 31.3 11.3 (%)令和４年度

ｎ

令和４年度 122

令和元年度 128

知っている／利用・参加

したことがある

3.3

7.8

知っているが利用・参加

したことはない

48.4

43.8

知らない

47.5

48.4

無回答

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

令和４年度 884

令和元年度 741

知っている／利用・参加

したことがある

18.8

13.5

知っているが利用・参加

したことはない

24.0

26.7

知らない

49.7

51.3

無回答

7.6

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和４年度 122

令和元年度 128

したことがある

36.1

43.8

したことはない

39.3

43.8

23.8

12.5

0.8

障害者 障害児
調査数 291 66

バスや電車などの交通機関 41.9 56.1

スーパーやレストラン 23.4 51.5

病院などの医療機関 17.9 15.2

保育所や幼稚園、学校や職場 17.5 31.8

余暇活動の場 14.1

市役所などの公的機関 10.7 19.7

障害福祉サービス事業所・施設 7.6 7.6

面接などの就職活動の場 6.9

介護保険サービス事業所・施設 1.4

習い事 12.1

その他 16.8 22.7

無回答 6.9 0

ｎ

令和4年度 884

令和元年度 741

ほとんど

感じることはない

54.6

54.8

たまに感じる

26.2

25.5

いつも感じる

6.7

6.1

わからない

9.6

10.4

無回答

2.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度 122

令和元年度 128

感じることはない

36.9

25.8

41.8

57.0

12.3

14.1

6.6

2.3

2.5

0.8

令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

９ 広報・啓発の状況 （基本方針３の関連項目）

６

■過去１年間の差別や偏見を感じた経験（令和４年10月時点）

・障害者調査では「いつも感じる」「たまに感じる」の合計は32.9％(前回31.6％)となっており、障
害児調査では54.1％(前回71.1％)となっている。

●過去１年間の差別等の経験は、障害児で減少傾向【71.1％⇒54.1％】

●差別や偏見を感じた場所は、「交通機関」「スーパーやレストラン」が上位

●成年後見制度の認知度は半数程度、利用理由は「預貯金などの管理・解約」が上位

●障害者サポーター養成講座の認知度は障害者・児ともに横ばい

●ヘルプマークの認知度は、障害児で減少傾向【87.6％⇒75.4％】

【障害者調査】

【障害児調査】

■差別や偏見を感じた場所

・障害者、障害児調査ともに、「バスや電車な
どの交通機関」が最も高く、次いで「スー
パーやレストラン」となっている。

・障害児調査では、「保育所や幼稚園、学校」
が31.8％となっている。

ｎ

令和4年度 884

知っている／利用している

3.7

知っているが、利用していない

50.6

知らない

39.5

無回答

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■成年後見制度の認知状況

・障害者調査では「知っている/利用している」「知っているが、利用していない」の合計は54.3％と
なっている。

【障害者調査】

ｎ

令和４年度 884

令和元年度 741

知っている／利用・参加

したことがある

1.2

1.5

知っているが利用・参加

したことはない

14.4

17.3

知らない

76.2

72.6

無回答

8.1

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【障害者調査】

【障害児調査】

■西東京市で実施している事業の認知状況（ヘルプマーク）

・障害者調査では「知っている／利用・参加したことがある」「知っているが利用・参加したことはな
い」の合計は42.8％(前回40.2％)となっており、障害児調査では75.4％(前回87.6％)となっている。

【障害者調査】

【障害児調査】

■西東京市で実施している事業の認知状況（障害者サポーター養成講座）

・障害者調査では「知っている／利用・参加したことがある」「知っているが利用・参加したことはな
い」の合計は15.6％(前回18.8％)となっており、障害児調査では51.7％(前回51.6％)となっている。

■成年後見制度を利用する理由

・成年後見制度を利用する理由として、「預貯
金などの管理・解約」が34.4％と最も高く、
次いで「相続手続き」が25.6％となっている。

【障害者調査】



調
査
数

ひ
と
り
で
で
き
る

一
部
介
助
が
必
要

全
部
介
助
が
必
要

　
無
回
答

884 48.1 21.0 22.7 8.1 (%)

身体 475 46.3 21.1 21.9 10.7

知的 103 23.3 16.5 55.3 4.9

精神 180 51.1 31.1 11.7 6.1

自立 27 81.5 11.1 7.4 0.0

難病 97 69.1 9.3 16.5 5.2

令和４年度

障
害
種
別

調
査
数

ひ
と
り
暮
ら
し
が
し
た
い

自
宅
で
家
族
や
親
戚
な
ど
と
一
緒
に
暮

ら
し
た
い

自
宅
で
訪
問
や
通
所
型
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
暮
ら
し
た
い

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
で
暮
ら
し
た
い

施
設
に
入
所
し
て
暮
ら
し
た
い

わ
か
ら
な
い

　
無
回
答

884 12.1 37.1 12.6 5.4 4.1 21.2 7.6 (%)

18～19歳 13 23.1 30.8 15.4 7.7 0.0 23.1 0.0

20～29歳 62 27.4 24.2 8.1 25.8 1.6 11.3 1.6

30～39歳 74 10.8 35.1 2.7 16.2 1.4 31.1 2.7

40～49歳 101 14.9 49.5 5.9 7.9 2.0 16.8 3.0

50～59歳 129 15.5 36.4 13.2 3.1 3.9 19.4 8.5

60～64歳 49 14.3 46.9 4.1 2.0 2.0 20.4 10.2

65～69歳 73 12.3 35.6 16.4 0.0 2.7 27.4 5.5

70歳以上 367 6.8 36.5 17.2 1.4 6.3 21.5 10.4

令和４年度

本
人
の
年
齢

令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

10 生活環境の状況 （基本方針３の関連項目）

６

●西東京市を住みやすいと回答した障害児は半数以上

●障害者の５年後の暮らし方で最も意向が上位なのは「家族と在宅」

●災害時の避難の際に介助が必要な障害者は４割程度

●災害時における不安なこととして、「障害の特性上、避難所にいることが困難」

「避難所での他人とのコミュニケーション」が上位

ｎ

障害児調査 122

29
特別支援教育
利用者調査

とても住みやすい

5.7

6.9

どちらかといえば

住みやすい

48.4

51.7

どちらかといえば

住みにくい

13.1

3.4

住みにくい

7.4

3.4

わからない

24.6

31.0

無回答

0.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調
査
数

避
難
所
の
場
所
が
わ
か
ら

な
い

災
害
や
避
難
の
情
報
の

入
手
方
法
が
わ
か
ら
な
い

避
難
時
に
介
助
し
て
く
れ

る
人
が
い
な
い

助
け
を
呼
ぶ
た
め
の
手
段

が
な
い

避
難
所
で
十
分
な
医
療
的

ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な
い

障
害
の
特
性
上

、
避
難
所

に
い
る
こ
と
が
困
難

避
難
所
で
の
他
人
と
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

そ
の
他

特
に
な
い

　
無
回
答

884 24.9 19.9 16.9 12.9 22.5 22.9 24.3 6.6 21.0 11.1 (%)

122 9.0 18.0 21.3 8.2 16.4 51.6 50.8 7.4 13.9 0.8

29 3.4 3.4 17.2 3.4 10.3 17.2 37.9 3.4 27.6 6.9

障害者調査

障害児調査

特別支援教育利用者調査

■西東京市の住みやすさの状況

・西東京市の住みやすさについて、「とても住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」の合計は、
障害児調査では54.1％、特別支援教育利用者調査では58.6％となっている。

【令和4年度調査】

■５年後の暮らし方の希望

・障害者調査では「自宅で家族や親戚などと一
緒に暮らしたい」が37.1％と最も高く、次い
で「自宅で障害福祉サービスを活用しながら
暮らしたい」が12.6％となっている。

・年齢別では、20～39歳で「グループホーム
で暮らしたい」が他の世代よりも高くなって
いる。また、18～29歳で「ひとり暮らしがし
たい」が2割以上となっている。

【令和4年度調査】

【障害者調査】

■災害時の避難の際の介助の必要性

・障害者調査では「全部介助が必要」が
22.7％、「一部介助が必要」が21.0％と
なっており、合計で43.7％の方が介助が必
要となる。

・障害種別では、知的障害で「全部介助が
必要」が55.3％と高くなっている。

【障害者調査】

ｎ

障害者調査 884

障害児調査 122

できている

10.6

3.3

まあまあできている

24.9

28.7

あまりできていない

31.0

36.9

できていない

21

29.5

必要ない

2.5

無回答

10.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■災害や避難に関する生活情報の入手状況

・災害や避難に関する生活情報の入手状況について、「あまりできていない」「できていない」の合
計は、障害者調査では52.0％、障害児調査では66.4％となっている。

■災害時における不安なこと

・災害時における不安なことについて、障害者調査では「避難所の場所がわからない」が24.9％、障
害児調査では「障害の特性上、避難所にいることが困難」が51.6％、特別支援教育利用者調査では
「避難所での他人とのコミュニケーション」が37.9％と最も高くなっている。

【令和4年度調査】



調
査
数

予
定
日
の
当
日
に
体
調
不
良

で
通
院
で
き
な
い

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い

病
院
ま
で
の
移
動
が
困
難

同
伴
者
が
い
な
い

介
助
者
の
負
担
が
大
き
い

仕
事
を
休
み
づ
ら
い

（
休
め

な
い

）

主
治
医
と
の
意
思
疎
通
が
と

り
づ
ら
い

病
院
を
変
え
た
い
が
相
談
で

き
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

　
無
回
答

264 11.0 13.6 17.8 5.3 3.8 9.8 10.2 5.7 13.6 43.2 3.0 (%)令和４年度

令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

11 保健・医療の状況 （基本方針３の関連項目）

７

■障害の状況、医療的ケアの状況

・「訪問看護などの医療的ケアを受けている」と回答している人は、障害者調査では12.7％(前回
9.6％)となっており、障害児調査では7.4％(前回6.3％)となっている。

●訪問看護などの医療的ケアを受けている障害者・児ともに横ばい

●自宅での医療的ケアは、障害者でリハビリテーション、障害児で吸引器使用が上位

●通院の際の困りごとは、障害者で「病院までの移動が困難」「経済的な負担が大きい」

が上位

調
査
数

身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い

る 愛
の
手
帳

（
療
育
手
帳

）
を

持

っ
て
い
る

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持

っ
て
い
る

自
立
支
援
医
療
費
制
度

（
精
神

通
院
医
療

）
を
受
け
て
い
る

難
病
医
療
費
等
助
成
対
象
疾
病

を
患

っ
て
い
る

高
次
脳
機
能
障
害
と
診
断
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る

発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る

訪
問
看
護
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア

を
受
け
て
い
る

ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い

　
無
回
答

884 61.1 13.3 21.4 21.7 15.2 2.5 6.6 12.7 1.4 1.0 (%)

741 63.7 15.4 14.6 16.5 17.0 2.7 4.3 9.6 1.3 1.8

122 29.5 71.3 12.3 4.1 4.9 1.6 47.5 7.4 0.0 0.8

128 33.6 68.0 9.4 7.8 4.7 0.8 39.8 6.3 0.0 1.6

令和４年度

令和４年度

令和元年度

令和元年度

調
査
数

注
射
・
点
滴

自
己
注
射

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン

経
管
栄
養

気
管
切
開

（
そ
れ
に
伴
う
処
置

）

褥
瘡
処
置

吸
引
器
使
用

ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

使
用

膀
胱
カ
テ
ー

テ
ル

自
己
導
尿

人
工
透
析

酸
素
吸
入
器

人
工
呼
吸
器
装
着

そ
の
他

特
に
な
い

　
無
回
答

112 3.6 3.6 33.0 6.3 2.7 5.4 4.5 1.8 2.7 0.0 2.7 2.7 4.5 33.9 27.7 4.5 (%)

9 0.0 0.0 44.4 44.4 44.4 22.2 55.6 22.2 0.0 11.1 0.0 22.2 44.4 44.4 0.0 0.0

障害者調査

障害児調査

【障害者調査】

【障害児調査】

■自宅で行われている医療的ケアの状況

・障害者調査では「リハビリテーション」が33.0％、障害児調査では「吸引器使用」が55.6％と最も
高くなっている。

【令和4年度調査】

■通院の際の困りごとの状況

・通院の際の困りごとについて、障害者調査では「病院までの移動が困難」が17.8％と最も高く、
次いで「経済的な負担が大きい」が13.6％となっている。

【障害者調査】



令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

12 情報・コミュニケーションの状況 （基本方針３の関連項目）

７

●福祉サービスの情報入手方法は、すべての調査で「市の広報紙」が最も上位

●コミュニケーションをとる際の困りごとは「意思疎通が取りづらい」や「困っている

ことを周りに伝えられない」が上位

●生活情報が入手できていないのは、障害者では「地域情報」、障害児では「趣味や娯

楽」が上位

調
査
数

障
害
者
の
し
お
り

（
市
が
作
成
し
た
冊
子

）

市
の
広
報
紙

市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

都
の
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

そ
の
他
の
広
報
紙
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
の
ニ

ュ
ー

ス

障
害
者
団
体

職
場
や
学
校

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
・
施
設

病
院
や
診
療
所

図
書
館
の
障
害
の
あ
る
方
向
け
サ
ー

ビ
ス

民
生
委
員
・
児
童
委
員

自
治
会
や
町
内
会
の
回
覧
板

市
内
に
あ
る
掲
示
板

家
族
や
親
戚

友
人
や
知
人

そ
の
他

特
に
な
い

　
無
回
答

884 21.5 54.1 14.3 11.8 6.4 22.4 3.6 1.8 17.1 14.6 0.9 1.4 1.7 1.5 15.5 11.3 4.1 10.3 4.8 (%)

122 38.5 46.7 27.0 9.0 11.5 2.5 9.8 31.1 29.5 18.0 0.8 0.0 0.0 0.0 2.5 32.0 3.3 3.3 2.5

29 13.8 34.5 17.2 3.4 13.8 3.4 3.4 20.7 6.9 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4 0.0 17.2 3.4 20.7 3.4

障害者調査

障害児調査

特別支援教育利用者調査

■福祉サービス情報の入手先の状況

・福祉サービスの情報入手方法において、すべての調査で「市の広報誌」が最も高くなっている。特
に障害者調査では54.1％と半数を上回っている。

■コミュニケーションをとる際の困りごとの状況

・障害者調査では「周囲との意思疎通がとりづらい」が16.4％と最も高く、次いで「困っていること
を周りに伝えられない」が16.3％となっている。

調
査
数

点
字

、
音
声
の
出
版
物
が

少
な
い

公
的
な
場
で
の
音
声
案
内

が
不
足
し
て
い
る

手
話
や
要
約
筆
記
が
で
き

る
人
が
少
な
い

公
共
施
設
の
案
内
表
示
が

わ
か
ら
な
い

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
が
利
用

し
に
く
い

周
囲
と
の
意
思
疎
通
が
と

り
づ
ら
い

困

っ
て
い
る
こ
と
を
周
り

に
伝
え
ら
れ
な
い

緊
急
時
や
災
害
時
の
情
報

が
入
り
に
く
い

郵
便
物
の
重
要
度
が
わ
か

ら
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

　
無
回
答

884 1.1 3.4 1.2 5.3 7.5 16.4 16.3 13.5 7.1 4.6 48.4 11.1 (%)障害者調査

【令和4年度調査】

【令和4年度調査】

ｎ

福祉
サービス

884

地域情報 884

社会情勢 884

趣味や娯楽 884

できている

16.7

10.4

19.1

20.1

まあまあできている

32.7

26.0

35.5

31.7

あまりできていない

24.0

30.9

19.7

19.6

できていない

13.5

16.4

11.1

12.2

必要ない

4.6

5.2

3.7

5.8

無回答

8.5

11.1

10.9

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ｎ

福祉
サービス

122

地域情報 122

社会情勢 122

趣味や娯楽 122

できている

4.9

4.1

4.1

5.7

まあまあできている

41.8

27.0

27.0

19.7

あまりできていない

35.2

38.5

36.9

45.9

できていない

15.6

27

28.7

27

必要ない

0.8

1.6

0.8

無回答

1.6

1.6

2.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■生活情報の入手状況

・生活情報の入手状況について、「あまりできていない」「できていない」の合計は、障害者調査に
おいて「福祉サービス」は37.5％、 「地域情報」は47.3％、「社会情報」は30.8％、 「趣味や娯
楽」は31.8％となっている。

【障害者調査】

【障害児調査】

・生活情報の入手状況について、「あまりできていない」「できていない」の合計は、障害児調査に
おいて「福祉サービス」は50.8％、 「地域情報」は65.5％、「社会情報」は65.6％、 「趣味や娯
楽」は72.9％となっている。



ｎ

01 884

02 884

03 884

04 884

05 884

06 884

07 884

08 884

09 884

10 884

11 884

12 884

13 884

障害のある方が文化・芸術活動
やスポーツなどに参加しやすい
環境を整備すること

家族などの介助者の負担を軽
減するための支援を充実させる
こと

地域のボランティア活動を充実
させること

一般市民が障害についての理
解を深められるように交流を促
進すること

障害のあるお子さんに対する教
育の機会や質を確保すること

障害のある方が働くための機
会を創出すること

障害のある方が在宅で生活で
きるようにホームヘルパーなど
のサービスを充実させること

障害のある方が利用しやすい
民間の施設やお店が増えること

障害のある方が住みやすい住
居や施設を確保・整備すること

障害福祉サービスなどの障害
のある方への情報提供を充実
させること

障害のある方の生活に関する
相談体制を充実させること

市民の健康や安全に配慮し、
事故や疾病による障害を予防
すること

障害を早期発見し、早い段階の
療育やリハビリテーションなどに
よって重度化を防ぐこと

優先度が高い

36.3 

30.4 

19.5 

27.5 

18.0 

33.9 

31.3 

29.4 

24.3 

32.8 

15.5 

40.5 

15.3 

やや優先度が高い

25.5

28.2

27.0

24.5

21.0

19.6

22.6

26.6

25.3

24.3

23.6
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25.3
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12.2
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9.2
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やや優先度が低い

2.3

2.4

4.1

2.7

5.1

1.4

1.6

2.8

3.6

2.6

5.1

1.7

2.9

優先度が低い

1.2

1.1

2.4

1.8

2.9

1.7

1.8

1.9

2.5

2.6

2.7

2.5

3.8

わからない

11.7

11.3

11.9

12.4

13.3

14.5

13.5

11.5

12.8

11.1

13.1

10.4

13.3
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令和４年度実施 西東京市の障害者福祉に関する調査報告書（概要報告）

13 西東京市で重視すべき施策

●障害者・児ともに「優先度が高い」が高かったのは、「介助者の負担軽減」・「教育の

機会と質の確保」

●その他では、障害者は「情報提供の充実」、障害児は「就労機会の創出」が上位

■今後、西東京市で特に重視すべき施策（障害者調査）

・障害者調査では、「優先度が高い」は、「家族などの介助者の負担を軽減するための支援を充実さ
せること」が40.5％と最も高く、次いで「障害福祉サービスなどの障害のある方への情報提供を充実
させること」が36.3％、「障害のあるお子さんに対する教育の機会や質を確保すること」が33.9％
となっている。

【障害者調査】

ｎ

01 122

02 122

03 122

04 122

05 122

06 122

07 122

08 122

09 122

10 122

11 122

12 122

13 122

障害のある方が文化・芸術活動
やスポーツなどに参加しやすい
環境を整備すること

家族などの介助者の負担を軽
減するための支援を充実させる
こと

地域のボランティア活動を充実
させること

一般市民が障害についての理
解を深められるように交流を促
進すること

障害のあるお子さんに対する教
育の機会や質を確保すること

障害のある方が働くための機
会を創出すること

障害のある方が在宅で生活で
きるようにホームヘルパーなど
のサービスを充実させること

障害のある方が利用しやすい
民間の施設やお店が増えること

障害のある方が住みやすい住
居や施設を確保・整備すること

障害福祉サービスなどの障害
のある方への情報提供を充実
させること

障害のある方の生活に関する
相談体制を充実させること

市民の健康や安全に配慮し、
事故や疾病による障害を予防
すること

障害を早期発見し、早い段階の
療育やリハビリテーションなどに
よって重度化を防ぐこと

優先度が高い

57.4 

45.9 

12.3 

36.1 

30.3 

66.4 

66.4 

45.1 

38.5 

55.7 

27.9 

73.0 

25.4 

やや優先度が高い

30.3

34.4

27.9

34.4

36.1

24.6

24.6

29.5

31.1

23.0

44.3

22.1

24.6

どちらでもない

8.2

10.7

37.7

20.5

25.4

4.1

4.9

17.2

18.9

13.1

16.4

3.3

32.8

やや優先度が低い

0.8

1.6

10.7

2.5

4.1

1.6

1.6

5.7

1.6

5.7

4.9

優先度が低い

0.8

3.3

2.5

1.6

1.6

0.8

2.5

6.6

わからない

0.8

2.5

4.9

2.5

1.6

0.8

2.5

4.9

2.5

4.1

1.6

4.1
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1.6

1.6

1.6
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【障害児調査】

■今後、西東京市で特に重視すべき施策（障害児調査）

・障害児調査では、「優先度が高い」は、「家族などの介助者の負担を軽減するための支援を充実さ
せること」が73.0％と最も高く、次いで「障害のあるお子さんに対する教育の機会や質を確保するこ
と」「障害のある方が働くための機会を創出すること」が66.4％となっている。
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